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ご 
挨 
拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

７
月
、
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
土
石
流
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
こ
の
た
び
の
豪
雨

に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

７
月
11
日
、
延
期
を
さ
れ
て
い
た
第
35
回
国
民
文
化
祭
み
や
ざ
き

２
０
２
０
川
柳
の
祭
典
が
感
染
症
対
策
を
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
を
代
表
し
て
、
江
畑
哲
男
副
理
事
長
が

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

入
賞
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
万
全
の
準
備
を
さ

れ
ま
し
た
西
岡
南
風
氏
を
は
じ
め
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

本
年
の
11
月
14
日
に
は
、
第
36
回
国
民
文
化
祭
わ
か
や
ま
２
０

２
１
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
来
年
度
は
、
富
山
で
全
日
本
川
柳
大
会
、
沖

縄
で
国
民
文
化
祭
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
東
京
、
大
阪
を
は
じ

め
全
国
各
地
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
特

効
薬
に
よ
り
、
一
日
も
早
く
収
束
し
て
、
皆
様
に
お
会
い
出
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
は
、
今
、
加
盟
吟
社
拡
大
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
良
い
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
で
す
。
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
、

熱
中
症
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

日
川
協
通
信
（
127
） 

 

令
和
３
年
９
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒
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大
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令

和

柳

多

留

賞 

人
間
を
刻
む
こ
ん
な
に
灰
汁
が
出
る 

岩 

手 

野
口 

一
滴 

 
川

柳

大

賞 
に
ん
げ
ん
が
好
き
で
密
か
ら
抜
け
出
せ
ぬ 

徳 

島 

福
本 

清
美 

 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

会

長

賞 

核
の
傘
ひ
ろ
げ
た
お
め
で
た
い
平
和 

広 

島 

笹
重 

耕
三 

 

日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

あ
の
夏
へ
刻
む
不
戦
と
い
う
テ
ー
ゼ 

山 

形 

江
本 

光
章 

 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

め
で
た
い
で
括
る
高
齢
者
の
い
の
ち 

石 

川 

表 

よ
う
子 

 

全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞 

ご
褒
美
に
入
っ
て
あ
げ
る
同
じ
墓 

愛 

知 

堀
内 

重
紀 

ラ
ッ
キ
ー
な
馬
だ
翼
が
生
え
て
き
た 

青 

森 

瀧
尻 

善
英 

敗
戦
の
褒
美
は
平
和
だ
っ
た
な
あ 
鹿
児
島 

前
田 

一
天 

年
輪
の
詰
ま
る
大
き
な
木
に
育
て 

徳 
島 

木
藤 

恵
子 

毎
日
の
素
振
り
に
運
が
味
方
す
る 

長 

崎 

野
口 

公
明 

 

第
一
次
選
者 

 

「 

刻 
 

む 

」 
 
 
 
 

大 

竹 
 
 

洋 
 
 
 
 

松 

代 

天 

鬼 
 

「 

め
で
た
い 

」 
 
 
 
 

小 

林 

信
二
郎 

 
 
 
 

く

ん

じ

ろ

う 
 

「 

褒 
 

美 

」 
 
 
 
 

福 

井 
 
 

勲 
 
 
 
 

長 

島 

敏 

子 
 

「 

ラ
ッ
キ
ー 

」 
 
 
 
 

藤 
 
 

咲 

子 
 
 
 
 

徳 

丸 

浩 

二 
 

「 
 

密 
 

」 

 
 
 
 

石 

川 

川 

柳 
 
 
 
 

鈴 

木 

公 

弘 

第
二
次
選
者
（
50
音
順
） 

 
 
 
 

天 

根 

夢 

草 
 
 
 
 

駒 

木 

香 

苑 
 
 
 
 

雫 

石 

隆 

子 
 
 
 
 

島 

田 

駱 

舟 
 
 
 
 

平 

井 

義 

雄 

第二十三回 全 日 本 川 柳 誌 上 大 会 
（令和柳多留）入 選 作 品   （参加者1,346名） 
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場 

所
＝
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
キ
ャ
ビ
ン
大
阪 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

議 

案 

議
案
第
１
号 

令
和
２
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

令
和
２
年
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件 

報
告
第
１
号 

令
和
２
年
度
監
査
報
告
の
件 

議
案
第
３
号 

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
専
任 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
よ
び
新
常
任
幹
事
選
出
の
件 

報
告
第
２
号 

表
彰
の
件 

そ
の
他 

  

第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
、
そ
の
他
ま
で
慎

重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告
通
り
可
決
成
立
。
最

後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
３
時
20
分
に
閉

会
し
た
。 

 <

マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

堀
井 

 

勉 
 <

第
14
回
川
柳
文
学
賞> 

正 

賞
「
十
年
の
軌
跡 

東
日
本
大
震
災
を
詠
む
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

織
田 

順
子 

準 

賞
「
せ
つ
え
い
」 

 
 
 
 
 

森
山 

文
切 

 
 

令
和
３
年
度
（
６
月
30
日
） 

 
 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会 

 
 
 

通

常

総

会 
 

  

◎
入
賞
句 

 
 

文
部
科
学
大
臣
賞 

少
し
ず
つ
忘
れ
て
朝
食
が
う
ま
い 

 
 
 
 
 
 

宮 

崎 
 
 

中
武 

 

弓 

 
 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

も
う
誰
も
憶
え
て
い
な
い
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
 

大 

阪 
 
 

赤
松
ま
す
み 

 
 

宮
崎
県
知
事
賞 

お
砂
場
に
太
陽
が
あ
る
森
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 

栃 

木 
 
 

荻
原 

鹿
声 

 
 

第
35
回
国
民
文
化
祭
宮
崎
県
実
行
委
員
会
、 

 
 

第
20
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 

趣
味
の
掌
に
い
の
ち
の
欠
片
遊
ば
せ
る 

 
 
 
 

岩 

手 
 
 

小
田 

治
朗 

 
 

宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

還
暦
の
少
年
が
飼
う
カ
ブ
ト
ム
シ 

 
 
 
 
 
 

岐 

阜 
 
 

喜
多
村
正
儀 

 
 

宮
崎
市
長
賞 

高
千
穂
の
霊
気
が
く
れ
た
立
ち
直
り 

 
 
 
 
 

宮 

崎 
 
 

藤
井 

英
坊 

 
 

第
35
回
国
民
文
化
祭
、 

 
 

第
20
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
宮
崎
市
実
行
委
員
会
会
長
賞 

人
間
の
煮
凝
り
で
し
た
神
で
し
た 

 
 
 
 
 
 

青 

森 
 
 

岩
崎 

雪
洲 

 
 

宮
崎
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

牛
舎
か
ら
ぴ
か
ぴ
か
光
る
イ
ヤ
リ
ン
グ 

 
 
 
 

鳥 

取 
 
 

川
上 

澄
子 

 
 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
理
事
長
賞 

伝
説
を
裏
返
し
た
ら
愛
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

愛 

知 
 
 

佐
藤 

陶
猿 

 
 

宮
崎
県
現
代
川
柳
協
会
会
長
賞 

伝
統
の
神
楽
を
親
子
継
い
で
舞
う 

 
 
 
 
 
 

大 

分 
 
 

佐
々
木
憲
道 

第３５回 国民文化祭みやざき 

太陽と緑あふれる神話の源流 みやざき 川柳の祭典（令和３年７月１１日） 

事前投句Ａ１，４６８名、事前投句Ｂ１，２２９名 
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（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

理 

事 

長 
小
島 

和
幸
（
蘭 

幸
） 

副
理
事
長 

江
畑 
哲
男
（
哲 

男
）
・
天
根 

利
德
（
夢 

草
） 

常
務
理
事 

岡
﨑 

 
守
（ 

守 

）
・
赤
井 

二
郎
（
花 

城
） 

 
 

 
 

 

雫
石 

隆
子
（
隆 

子
）
・
田
中 

新
一
（
新 

一
） 

理 
 

事 

平
田 

朝
子
（
朝 
子
）
・
松
代 

章
弘
（
天 

鬼
） 

 
 

 
 

 

佐
藤 

美
文
（
美 
文
）
・
島
田 

信
一
（
駱 

舟
） 

 
 

 
 

 

鈴
木 

公
弘
（
公 

弘
）
・
長
谷
川
三
紀
夫

（
酔 

月
） 

 
 

 
 

 

安
藤 

紀
佑
（
紀 

楽
）
・
今
田 
久
帆
（
久 

帆
） 

 
 

 
 

 

坂
下 

 

清
（ 

淸 

）
・
福
本 
清
美
（
清 

美
） 

 
 

 
 

 

三
上 

博
史
（
博 

史
） 

監 
 

事 

矢
澤 

和
女
（
和 

女
）
・
髙
瀨 

一
博
（
霜 
石
） 

相 

談 

役 

大
野 

風
柳
・
本
田 

智
彦 

顧 
 

問 

河
村 

建
夫
・
池
井 

 

優
・
川
村 

恒
明 

 
 

 
 

 

塩
見 

草
映
・
近
藤 

勝
重
・
河
内 

天
笑 

 
 

 
 

 

平
山 

繁
夫
・
辻
原 

 

登
・
渡
辺 

利
夫 

 
 

 
 

 

齋
藤 

 

健 

 

常
任
幹
事 

 

Ａ
１
地
区 

 
 

高
橋
み
っ
ち
ょ

・
辻 

 

晩
穂
・
浪
越 

靖
政 

 

Ａ
２
地
区 

 
 

北
山
ま
み
ど
り

・
瀧
尻 

善
英
・
濱
山 

哲
也
・
福
士 

慕
情 

 
 

三
浦 

蒼
鬼
・
大
石 

一
粋
・
藤 

 

咲
子
・
渡
辺 

松
風 

 
 

熊
谷 

岳
朗
・
西 

恵
美
子
・
仁
多
見
千
絵
・
山
口
ま
も
る 

 
 

駒
木 

香
苑 

 

Ａ
３
地
区 

 
 

江
崎 

紫
峰
・
太
田
紀
伊
子
・
矢
野 

義
雄
・
酒
井 

青
二 

 
 

高
鶴 

礼
子
・
て
じ
ま
晩
秋
・
西
潟
賢
一
郎
・
花
道 

歌
子 

 
 

荻
原 

鹿
声
・
田
中
寿
々
夢
・
原
名 

幸
雄
・
及
川
竜
太
郎 

 
 

大
竹 

 

洋
・
川
崎 

信
彰
・
柴
垣 

 

一
・
名
雪 

凛
々 

 
 

堀
江 

加
代
・
米
島 

暁
子 

 

Ａ
４
地
区 

 
 

安
藤 

波
瑠
・
い
し
が
み
鉄
・
上
村 

 

脩
・
大
野 

征
子 

 
 

川
上 

 

勉
・
齊
藤
由
紀
子
・
佐
藤 

孔
亮
・
佐
道 

 

正 

 
 

渋
川 

渓
舟
・
平 

 

川
柳
・
竹
田 

光
柳
・
田
中
八
洲
志 

 
 

平
井 

 

熙
・
福
井 

 

勲
・
藤
井 

敬
三 

 

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
川
柳
協
会 

役
員 
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Ａ
５
地
区 

 
 

荻
原
美
和
子
・
金
子
美
知
子
・
堀
井 

 

勉
・
水
野 

壱
郎 

 
 

八
木
せ
い
じ
・
渡
辺 

貞
勇
・
岩
田 

明
美
・
佐
藤 

清
泉 

 
 

小
林
信
二
郎 

 

Ａ
６
地
区 

 
 

菅
沼 

 

匠
・
石
田 

一
郎 

 

Ｂ
１
地
区 

 
 

赤
池 

加
久
・
岩
原 

茂
明
・
酒
井 

路
也
・
久
﨑 

田
甫 

 

Ｂ
２
地
区 

 
 

荒
川
八
洲
雄
・
重
徳 

光
州
・
鈴
木 
順
子
・
大
島 

凪
子 

 
 

大
嶋
都
嗣
子 

 

Ｂ
３
地
区 

 
 

小
梶 

忠
雄
・
植
野
美
津
江
・
大
楠 

紀
子
・
大
西 

將
文 

 
 

阪
本 

高
士
・
川
上 

大
輪
・
三
宅 

保
州 

 

Ｂ
４
地
区 

 
 

赤
松
ま
す
み
・
岩
佐
ダ
ン
吉
・
碓
氷 

祥
昭
・
片
岡 

加
代 

 
 

く
ん
じ
ろ
う
・
髙
田
美
代
子
・
伊
達 

郁
夫
・
田
中 

螢
柳 

 
 

土
田 

欣
之
・
西
出 

楓
楽
・
村
上 

玄
也
・
森
中
惠
美
子 

 
 

山
野 

寿
之 

 

 

Ｂ
５
地
区 

 
 

安
部 

美
葉
・
上
野
多
惠
子
・
岡
田 

 

篤
・
長
島 

敏
子 

 
 

西 

美
和
子
・
樋
口 

祐
子
・
村
上 

氷
筆 

 

Ｂ
６
地
区 

 
 

石
井 

華
蓮
・
稲
村 

遊
子
・
新
家 

完
司
・
牧
野 

芳
光 

 

Ｂ
７
地
区 

 
 

高
木 

勇
三
・
浅
原
志
ん
洋
・
鴨
田 

昭
紀
・
瀬
戸
れ
い
子 

 
 

弘
兼 

秀
子
・
大
場 

孔
晶
・
宮
本 

仙
舟 

 

Ｂ
８
地
区 

 
 

多
田 

誠
子
・
土
橋 

旗
一
・
和
田 

健
史
・
栗
田 

忠
士 

 
 

仙
波 

草
苑
・
高
畑 

俊
正
・
小
笠
原 

望
・
竹
﨑
た
か
ひ
ろ 

 

Ｂ
９
地
区 

 
 

梅
崎 

流
青
・
萩
原
奈
津
子
・
古
谷
龍
太
郎
・
真
島
久
美
子 

 
 

横
尾 

信
雄
・
井
上 

万
歩
・
永
石 

珠
子
・
平
井 

義
雄 

 
 

黒
川 

孤
遊
・
徳
丸 

浩
二
・
松
村 

華
菜
・
泉 

 

談
亭 

 
 

藤
原 

道
明
・
麻
井 

文
博
・
大
田
か
つ
ら 

 
（
元
理
事
）
２
０
２
１
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 

 
 

 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

役 

職 
 

お
名
前 

 

享
年 

３
／
17 
理 

事 

植
木 

利
衛 

83 
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正味財産増減計算書 
平成 2 年 4 月 1 日から平成 3 年 3 月 31 日まで            （単位：円） 
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第
14
回
川
柳
文
学
賞
は
令
和
二
年
に
発
行
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請
の
あ
っ
た
22
冊
を
選
考
委
員

（
雫
石
隆
子
・
佐
藤
美
文
・
新
家
完
司
・
梅
崎
流
青
・
荒
川
佳
洋
）
の
５
名
が
選
考
し
ま
し
た
。 

 

第
一
回
か
ら
選
考
委
員
を
務
め
ら
れ
た
、
故
林
え
り
子
氏
の
後
任
と
し
て
、
新
た
に
作
家
の
荒
川
佳
洋
氏

を
選
考
委
員
に
お
迎
え
し
て
の
選
考
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
も
前
回
と
同
様
に
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
対
応
し
、こ
れ
ま
で
五
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
、

理
事
会
後
の
選
考
委
員
会
を
持
た
ず
、
リ
モ
ー
ト
選
考
と
な
り
ま
し
た
。
日
川
協
事
務
局
か
ら
の
選
考
結
果

の
報
告
を
受
け
、
集
計
通
り
の
受
賞
と
致
し
ま
し
た
。 

 

五
月
二
十
五
日
、
あ
ら
た
め
て
各
委
員
へ
電
話
確
認
を
行
い
受
賞
決
定
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
総
評 

選
考
委
員
長 

雫
石
隆
子 

 

今
年
の
川
柳
文
学
賞
の
申
請
は
22
冊
。
コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら
前
回
よ
り
多
い
応
募
数
で
あ
る
。

第
12
回
ま
で
選
考
委
員
が
一
堂
に
会
し
て
選
考
会
を
開
催
し
て
い
た
も
の
が
今
年
も
出
来

ず
、
前
年
と
同
じ
く
各
委
員
の
選
考
結
果
を
集
計
し
た
も
の
で
決
定
。
今
回
の
よ
う
に
点
数

が
接
近
し
た
り
す
る
時
は
、
じ
っ
く
り
と
選
考
を
話
し
合
う
場
の
必
要
を
思
う
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
十
年
の
節
目
の
年
で
は
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
震
災
川
柳
が
多
く
、
リ
ア
ル
な
体
験

が
各
大
会
の
高
点
句
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
句

が
多
く
、
千
年
や
百
年
ぶ
り
の
災
害
で
「
想
い
」
も
強
い
の
は
分
か
る
が
マ
ン
ネ
リ
感
は
あ

り
、
特
別
賞
を
考
え
た
い
と
思
う
。 

 

正
賞
一
位
推
薦
２
名
、
三
位
推
薦
１
名
の
「
十
年
の
軌
跡 

東
日
本
大
震
災
を
詠
む
」
織
田

順
子
著
は
、
福
島
在
住
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
。
未
曾
有
の
体
験
が
書
か
せ
る
作
品
に

説
得
力
が
あ
り
、
全
日
本
川
柳
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
の
ご
常
連
で
実
力
作
家
と
し
て
定
評

の
あ
る
作
家
で
あ
る
。 

 

準
賞
は
「
せ
つ
え
い
」
森
山
文
切
著
。
二
位
推
薦
２
名
、
三
位
推
薦
１
名
で
あ
る
。
特
長

は
Ｗ
ｅ
ｂ
と
Ｗ
ｅ
ｂ
外
の
二
章
か
ら
な
る
。
川
柳
人
口
の
多
く
は
ア
ナ
ロ
グ
世
代
な
の
で
、

作
品
も
作
者
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
川
柳
の
方
向
性
を
考
え
た
い
と
思
う
。 

 

次
点
の
「
野
良
着
」
石
田
一
郎
著
は
二
位
推
薦
２
名
。
ベ
テ
ラ
ン
作
家
の
ご
健
闘
を
称
え
た
い
。 

■
正
賞 

「
十
年
の
軌
跡 

東
日
本
大
震
災
を
詠
む
」
織
田 

順
子
（
福
島
） 

 
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

佐
藤 

美
文 

 

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
丁
度
10
年
目
に
当
た
る
。
テ
レ
ビ
で
も
新
聞
で
も
取
り
上
げ

て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
余
計
印
象
に
残
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
で
も
誰
か
が
書
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
で
も
あ
る
と
思
う
。
内
容
も
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
句
挙
げ
る
と
す
れ
ば
「
復
興
へ
小
さ
な
声
を
束
に
す
る
」
を
挙
げ
た
い
。 

  
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

新
家 

完
司 
 

最
初
の
章
「
発
災
」
か
ら
終
章
の
「
明
日
へ
」
ま
で
、
ブ
レ
る
こ
と
な
く
総
て
東
日
本
大

震
災
に
関
わ
る
事
象
を
詠
っ
て
い
る
。「
心
ま
で
え
ぐ
り
さ
ら
っ
た
大
津
波
」「
子
ど
も
の
日

海
に
名
を
呼
ぶ
母
が
居
る
」
等
々
。
悲
惨
な
状
況
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
克
明
に
述
べ
よ
う
と

す
る
真
摯
な
姿
勢
に
感
銘
し
た
。
ま
た
「
原
発
に
触
れ
ず
に
お
れ
ぬ
立
ち
話
」「
ふ
る
里
に
根

っ
こ
残
し
て
街
暮
ら
し
」
等
、
自
ら
の
心
情
も
率
直
に
述
べ
て
い
て
説
得
力
が
あ
る
。 

 

■
準
賞 

「
せ
つ
え
い
」
森
山 

文
切
（
沖
縄
） 

 
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

梅
崎 

流
青 

 

「
内
側
の
方
が
汚
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
」
風
や
雨
に
打
た
れ
る
外
側
よ
り
も
内
側
が
汚
れ
て

い
る
ガ
ラ
ス
と
は
。
こ
の
句
は
発
見
の
妙
を
述
べ
た
作
品
で
は
な
い
。
内
側
に
ひ
し
め
く
人

間
た
ち
が
雨
風
よ
り
も
、
と
の
意
味
だ
。
浄
土
に
対
す
る
穢
土
。
人
間
た
ち
の
汚
れ
た
こ
の

世
で
あ
る
。「
じ
い
さ
ん
の
ナ
タ
昭
和
を
ぶ
っ
た
斬
る
」
あ
の
大
戦
の
防
波
堤
と
な
っ
た
オ
キ

ナ
ワ
は
今
も
昭
和
の
ま
ま
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
離
着
陸
を
繰
り
返
す
軍
用
機
の
轟
音
、
そ
し

て
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
の
回
る
音
。
作
者
は
沖
縄
に
生
活
の
拠
点
を
置
く
。
じ
い
さ
ん
の
ヤ
マ
ト

ン
チ
ュ
ー
を
見
る
目
は
厳
し
い
。「
刑
務
所
が
歩
い
て
い
け
る
距
離
に
あ
る
」
に
身
震
い
し
た
。

刑
務
所
の
門
は
思
っ
た
よ
り
低
く
広
い
。
ふ
っ
と
手
を
伸
ば
せ
ば
包
丁
が
い
つ
で
も
そ
こ
に

あ
る
。
作
者
は
Ｗ
ｅ
ｂ
句
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
と
い
う
。
紙
の
上
の
活
字
し
か
知
ら

ぬ
昭
和
人
に
変
わ
っ
て
川
柳
の
輪
を
広
げ
て
欲
し
い
。 

  
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

荒
川 

佳
洋 

 

川
柳
が
詩
で
あ
る
以
上
、
イ
メ
ー
ジ
の
跳
躍
に
、
他
人
の
理
解
を
困
難
に
す
る
も
の
が
あ

っ
て
当
然
だ
が
、
森
山
さ
ん
の
句
が
わ
り
あ
い
平
易
な
の
は
対
象
を
咀
嚼
し
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。「
は
ん
ぺ
ん
か
た
ま
ご
か
す
じ
か
退
職
か
」「
雇
止
め
さ
れ
て
も
着
火
剤
の
ま
ま
」
な

ど
感
銘
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
川
柳
と
い
う
試
み
も
川
柳
の
可
能
性
を
ひ
ら
く
果
敢
な
実
験
で
あ
る
。

気
に
な
っ
た
の
は
「
で
し
た
」「
で
す
」「
で
し
ょ
う
か
」「
い
い
で
す
か
」
な
ど
口
語
体
で
下

五
を
結
ぶ
用
法
。
効
果
的
に
使
わ
れ
る
場
合
は
べ
つ
だ
が
。
他
の
作
家
の
句
集
に
も
多
く
み

ら
れ
川
柳
で
は
ひ
と
つ
の
鋳
型
の
よ
う
だ
が
、
俳
句
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。
安
易
な

用
法
で
、
逆
に
読
み
手
の
理
解
を
閉
ざ
す
よ
う
な
気
が
す
る
。
凭
れ
掛
か
る
よ
う
な
甘
え
た

感
じ
も
良
く
な
い
。
こ
の
用
法
は
、
句
の
自
立
性
を
損
な
い
は
し
な
い
か
。 

第
14
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正
賞
『
十
年
の
軌
跡 

東
日
本
大
震
災
を
詠
む
』
織
田
順
子 

準
賞
『 

 
せ

つ

え

い 
 

』
森
山
文
切 
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織
田 

順
子 

氏 

森
山 

文
切 

氏 

 

       

 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

十
年
の
軌
跡 

東
日
本
大
震
災
を
詠
む 

』 

 
 
 
 

大
地
震
生
者
と
死
者
の
紙
一
重 

 
 
 
 

土
に
触
れ
土
の
声
聞
く
太
い
指 

 
 
 
 

被
災
地
を
無
精
に
包
む
春
の
雪 

 
 
 
 

新
し
い
故
郷
に
馴
染
む
被
災
の
子 

 
 
 
 

こ
ど
も
の
日
海
に
名
を
呼
ぶ
母
が
居
る 

 
 
 
 

会
心
の
米
風
評
に
泣
い
て
い
る 

 
 
 
 

賠
償
で
生
き
る
誇
り
は
賄
え
ぬ 

 
 
 
 

被
災
者
に
元
気
を
貰
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 

風
下
で
原
発
の
影
逃
げ
惑
う 

 
 
 
 

被
災
地
を
去
る
も
去
ら
ぬ
も
要
る
覚
悟 

 
 
 
 

五
歩
引
き
の
被
災
者
証
で
レ
ジ
を
抜
け 

 
 
 
 

被
災
し
た
友
の
住
所
が
ま
た
変
わ
り 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

せ 

つ 

え 

い 

』 

 
 
 
 

沖
縄
に
あ
る
し
り
と
り
の
「
ん
」
の
続
き 

 
 
 
 

混
浴
に
少
年
が
い
た
十
二
月 

 
 
 
 

花
が
な
い
方
が
自
然
で
あ
る
花
瓶 

 
 
 
 

一
斉
に
開
く
告
別
式
の
傘 

 
 
 
 

内
側
の
方
が
汚
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス 

 
 
 
 

じ
い
さ
ん
の
遺
影
は
笑
う
の
が
苦
手 

 
 
 
 

プ
ル
タ
ブ
を
引
い
た
ら
見
え
る
の
が
心 

 
 
 
 

犯
罪
の
臭
い
は
し
な
い
屠
殺
場 

 
 
 
 

じ
い
さ
ん
の
ナ
タ
で
昭
和
を
ぶ
っ
た
斬
る 

 
 
 
 

ツ
ナ
缶
の
中
は
幾
何
学
模
様 

 
 
 
 

殻
破
る
度
に
小
さ
く
な
っ
て
い
く 

 
 
 
 

米
軍
の
フ
ェ
ン
ス
内
に
も
咲
く
デ
イ
ゴ 

        

令
和
２
年
12
月
23
日
発
行 

四
六
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
・

頁 

日
之
出
印
刷
㈱ 

定
価
１
０
０
０
円 

平
成
２
年
３
月
29
日
発
行 

Ａ
５
判
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
・

頁 

毎
週
Ｗ
ｅ
ｂ
句
会 



 

- 10 - 

  
 

 日本の全柳人が、だれでも、どこからでも参加できる「全日本川柳誌上大会」

（令和柳多留第３集通巻２４号）を開催します。日川協年次大会・国民文化祭文

芸大会と並ぶ（一社）全日本川柳協会の権威ある三大年間行事ですので、こぞっ

てご参加ください。 

一般社団法人 全日本川柳協会 

理 事 長 小 島 蘭 幸 

出版委員長 西 出 楓 楽 

 

課題と共選者（各題２句・連記） 

 「  黄  」 （青 森） ―― 大嶋都嗣子（三 重）共選 

 「 データ 」三上 博史（栃 木） ―― 片岡 加代（大 阪）共選 

 「 巻 く 」柴垣  一（千 葉） ―― 樋口 祐子（兵 庫）共選 

 「くっきり」佐道  正（東 京） ―― 髙木 勇三（岡 山）共選 

 「 期 待 」佐藤 清泉（静 岡） ―― 横尾 信雄（佐 賀）共選 
 

第２次選者 

  佐藤 美文（埼 玉）、西 惠美子（宮 城）、松代 天鬼（愛 知） 

  矢沢 和女（兵 庫）、黒川 孤遊（熊 本） 
 

参 加 費 ２，０００円（投句料・『令和柳多留第３集通巻２４号』代金含む） 
 

  賞   令和柳多留賞・川柳大賞・ＮＨＫ会長賞 

      日本青少年育成協会会長賞・全日本川柳協会賞 

      全日本川柳誌上大会賞（予定） 
 

締   切 令和４年１月３１日（月）<当日消印有効> 
 
参 加 方 法 参加用紙に記入し、参加費2,000円（振替又は小為替）とともに、

下記へご送付ください。 

 

〒530-0041 大阪市北区天神橋2丁目北1-11-905 

一般社団法人 全 日 本 川 柳 協 会 

電 話 （06）6352-2210 

ＦＡＸ （06）6352-2433 

振替口座  00970-9-3575 
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    日川協加盟柳社一覧表訂正・変更      2021 年 1月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 
18 

22 

23 

24 

25 

 

 

26 

 

 

27 

29 

30 

 

31 

34 

 

35 

 

 

 

36 

 

 

38 

 

39 

40 

川 柳 ひ た ち 野 社 

東 京 川 柳 会 

川 柳 路 吟 社 

新潟時事川柳くらぶ 

川 柳 え ん ぴ つ 社 

石 川 県 川 柳 協 会 

 

寺 井 川 柳 会 

番 傘 加 越 能 川 柳 社 

番 傘 ば ん ば 川 柳 社 

川柳きぬうらクラブ 

川 柳 塔 な ら 

おりひめ☆ひこぼし川柳会 

 

川 柳 藤 井 寺 

井 笠 川 柳 会 

弓 削 川 柳 社 

福山市老人大学川柳科 

広 島 川 柳 会 

下 関 一 杯 水 川 柳 会 

山 口 川 柳 吟 社 

川 柳 鳴 峡 会 

今 治 汐 風 川 柳 社 

川 柳 の む ら 

福 岡 県 川 柳 協 会 

熊本県川柳研究協議会 

大 分 番 傘 川 柳 会 

沖 縄 県 川 柳 協 会 

代  表 

代  表 

代  表 

会名変更 

代  表 

代  表 

 

代  表 

事 務 所 

事 務 所 

代  表 

代  表 

新 入 会 

事 務 所 

代  表 

代  表 

代  表 

新 入 会 

代  表 

代  表 

代  表 

事 務 所 

代  表 

代  表 

事 務 所 

事 務 所 

代  表 

代  表 

三浦 武也 〒317-0066 茨城県日立市高鈴町 4-12-65         TEL 0294-22-4691 

平  川柳 〒167-0031 東京都杉並区本天沼 2-42-1      TEL&FAX 03-3396-6030 

八木せいじ 〒242-0024 神奈川県大和市福田 5672-1-109  TEL&FAX 046-240-6278 

読売越路時事川柳くらぶ → 新潟時事川柳くらぶ 

森谷 正成 〒932-0102 富山県小矢部市水島 950             TEL 0766-61-2749 

赤池 加久 〒929-1312 石川県羽咋郡宝達志水町上田カ 206 

TEL&FAX 0767-28-2642 

伊野 征之 〒923-1121 石川県能美市寺井町カ 88-6      TEL&FAX 0761-57-2091 

小川誠一郎 〒920-0965 石川県金沢市笠舞 2-9-18            TEL 076-262-7327 

巽  俊一 〒916-0028 福井県鯖江市小黒町 1-3-54-3        TEL 0778-52-6317 

猫田千恵子 〒475-0862 愛知県半田市住吉町 6-112       TEL&FAX 0569-21-4399 

大久保眞澄 〒631-0078 奈良県奈良市富雄元町 1-1-7-114     TEL 0742-44-8425 

藤田 武人 〒573-0095 大阪府枚方市翠香園町 2-7       TEL&FAX 072-395-5453 

栃尾 奏子          同 上 

鈴木いさお 〒583-0007 大阪府藤井寺市林 5-8-20-303    TEL&FAX 072-952-6855 

三好 孝一 〒714-0071 岡山県笠岡市東大戸 1646            TEL 0865-62-4318 

高橋土筆坊 〒701-1221 岡山県岡山市北区芳賀 5114-34      TEL 090-7378-9163 

田辺与志魚 〒721-0962 広島県福山市東手城町 1-20-3        TEL 084-945-0725 

吉川美佐子 〒731-0142 広島県広島市安佐南区高取南 2-5-9   TEL 082-872-2744 

吉野 研三 〒752-0944 山口県下関市長府中六波町 10-3      TEL 083-245-9329 

西田 義舟 〒753-0214 山口県山口市大内御堀 2-7-18        TEL 083-924-2315 

黒谷 凉子 〒772-0017 徳島県鳴門市撫養町立岩七枚 195     TEL 0898-53-6123 

川上ますみ 〒799-2205 愛媛県今治市大西町宮脇甲 73-106    TEL 0898-53-6123 

土居 久子 〒797-1212 愛媛県西予市野村町野村 1-521       TEL 0894-72-1473 

河内やすこ 〒811-3221 福岡県福津市若木台 3-12-3          TEL 0940-42-6452 

平川 徹則 〒860-0004 熊本県熊本市中央区新町 1-5-20-905  TEL 096-356-8389 

藤原 道明 〒870-0267 大分県大分市城原 2332-2            TEL 097-593-4426 

池村 幸夫 〒903-0815 沖縄県那覇市首里金城町 4-30-3      TEL 098-887-6923 

 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

 

▼ 

富 

山 
 

 
 

２
０
２
２
年
６
月
12
日
（
日
） 

 
 

 

富
山
国
際
会
議
場 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

 

▼ 

和
歌
山 

 
 

 

２
０
２
１
年
11
月
14
日
（
日
） 

 
 

 

有
田
市
民
会
館 

 

▼ 

沖 

縄 
 

 
 

２
０
２
２
年
秋 

 

▼ 

石 

川 
 

 
 

２
０
２
３
年
秋 

 

▼ 

岐 

阜 
 

 
 

２
０
２
４
年
秋 

 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
年
間
に

出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う

ち
、
も
っ
と
も
優
れ
た
川
柳
句
集

に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を
授
与

し
て
い
ま
す
。 

 

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
12
月
末

日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊
及

び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
２
０

２
２
年
１
月
末
日
ま
で
に
当
協
会

の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員
会
宛

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
沢
山
の
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第１５回 

川柳文学賞募集 
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編 

集 

後 

記 
 

★
去
る
６
月
の
全
日
本
川
柳
協
会
総
会
で
、
事
務
局
長
代
行
に
就
任

し
た
江
畑
哲
男
で
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

★
あ
れ
か
ら
数
カ
月
、
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
る
。
と
も
か
く
忙
し
い
。

大
阪
の
事
務
局
と
は
通
信
機
器
を
駆
使
し
な
が
ら
連
絡
を
取
り
あ

い
、
実
務
を
こ
な
し
て
き
た
。
幸
い
に
し
て
順
調
。
多
様
な
通
信
手
段

と
機
器
の
進
歩
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。
有
り
難
い
こ
と
だ
。 

★
し
か
し
な
が
ら
、
日
川
協
の
抱
え
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
ご
存

知
の
と
お
り
。
と
り
わ
け
、
組
織
と
財
政
の
強
化
は
最
大
の
課
題
。
コ

ロ
ナ
下
で
は
あ
る
が
、
加
盟
吟
社
の
拡
大
と
常
任
幹
事
の
増
員
が
急

務
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
声
か
け
・
働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。
理
事

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
必
要
な
資
材
は
今
回
も
封
入
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。 

★
大
阪
か
ら
離
れ
て
い
て
も
実
務
は
出
来
る
。
い
ま
流
行
り
と
「
テ
レ

ワ
ー
ク
」
と
お
考
え
い
た
だ
い
た
ら
よ
ろ
し
い
。
そ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

担
い
手
さ
ん
を
、
た
だ
い
ま
募
集
中
だ
。 

★
皆
さ
ん
の
日
川
協
で
あ
る
。
皆
さ
ん
で
支
え
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
う

気
風
を
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
参
り
た
い
。 

 

が
ん
ば
ろ
う
！ 

（
事
務
局
長
代
行 

江
畑
哲
男
） 

水害に遭われた皆様に謹んでお見舞い申し上げます 


